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問題と目的

幼児期の子どもはどのようなものを、どのような理

由で怖がるのであろうか。また、その恐怖の数や強さ

は発達的にどのように変化するのであろうか。

Jersild（1968/1972）によると、子どもの恐怖対象

は、最初、大きな音や騒がしい音、見知らぬ物・人・

場所、高い所、急に動かされること、痛みなどである

が、それらは2歳から4歳の間に次第に減少し、代わ

りに想像上のもの、空想的なもの、暗闇、一人でいる

ことなどを怖がるようになるという。知識や経験の増

大に伴って、恐怖の対象が目に見えるものから目に見

えないものへと変化するのである。

また、Hurlock（1964/1971）によると、恐怖対象の

数や強さは4歳頃まで次第に増加し、その後減少する。

性差はいずれの年齢でも見られるが、特に年齢が上が

るに従って顕著になる。一般的に、女児は男児よりも

恐怖を示し易いという。その他、恐怖の感受性は、年

齢や性別以外に、性格、過去の個人的経験、知的水準、

親や仲間から学ぶ社会的・文化的価値、周囲の状況や

刺激の与え方、現在の生理的・心理的状況など多くの

要因によって左右されることが示されている。

このように子どもの恐怖に関する研究は過去に多くな

されてきたが、近年、その数は決して多いとは言えない。

近年の研究を目的の観点から整理すると、次の4つに

分けられる。第1に、恐怖症を持つ子どもの理解とそ

の対応に関する研究である（Muris,&Merckelbach,

2000;Muris,Merckelbach,& Collaris,1997;Muris,

Merckelbach,Ollendick,King,&Bogie,2001）。ここ

では、一般的な恐怖と特定の恐怖症との関連性、恐怖

症の頻度、内容、深刻さ、起源、対処行動などが主に

質問紙で検討されている。第2に、空想と現実との区別

における恐怖感情の影響に関する研究である（Carrick,

&Quas,2006;Carrick,&Ramirez,2012;Samuels,&

Taylor,1994）。ここでは、子どもは感情的に中立な、

または恐怖を喚起させ易いような空想的場面あるいは

現実的な場面のいずれかを提示され、それが現実生活

で起こり得ることかどうかの判断とその理由を求めら

れるという実験的な手法で検討されている。第3に、

過去の経験や現在の認知状態が現在の恐怖感情の生起

や強さに影響を及ぼすことの理解に関する研究である

（Sayfan,&Lagattuta,2008,2009）。ここでは、子ど
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要 旨

本研究では、幼児期における恐怖対象の発達的変化について検討した。研究1では、保育園年中児29名、

年長児26名を対象に、恐怖対象の有無やその内容と理由、5つの一般的な恐怖対象（お化け、動物・虫、暗

闇、幽霊、注射）に対する感情評価について尋ねた。その結果、子どもの恐怖対象の数は加齢に伴い減少する

こと、女児は男児よりも恐怖対象を持つ傾向にあることが示された。研究2では、幼稚園児の保護者66名を

対象に、子どもの恐怖傾向とその強さ、恐怖対象の内容と発達的変化について尋ねた。その結果、恐怖対象の

発達差や性差に関して、研究1の結果が概ね繰り返された。また、内容的には年齢や男女問わず、お化け、動

物・虫、幽霊、暗闇、1人でいることなどが多く挙げられ、加齢に伴い想像的なものに対する恐怖が増加する

ことが示唆された。考察では、幼児期における恐怖対象とその発達的変化を踏まえた上で、「怖い」を楽しむ

実践を育児や保育においてどのように位置づけ、展開していくかが議論された。

【キーワード】恐怖対象、想像、幼児

＊ 幼児教育講座



もは異なる過去の経験や現時点で遭遇した出来事に対

して異なる認知状態にある人物についての物語を提示

され、彼らがどのような感情を生起し、その強さはど

うかの判断とその理由を求められるという実験的な手

法で検討されている。第4に、ごく最近になって行わ

れるようになった研究であるが、「怖い」を楽しむ子

どもの心理の発達と保育実践に関する研究である（富

田,2014,2016;富田・野山,2014）。ここでは、子ど

もは怖い絵または怖くない絵が描かれているとされる

カードを伏せた状態で提示され、どちらか1つだけ見

ることができるとしたらどちらを見たいかの判断を求

められるという実験的な手法と、怖いものをあえて想

像して楽しむという保育現場での実践報告の内容分析

という2通りの方法で検討されている。

とりわけ、「怖い」を楽しむ子どもの心理と保育実

践に関する研究は、従来、不快で回避すべき感情とし

て捉えられてきた恐怖がなぜ子どもたちの間であえて

近付こうとする楽しいものへとなり得るのかという本

質的問題に焦点を当てながら、育児や保育の現場にお

いてその種の遊びや活動を今後より一層意識的・意図

的に楽しむために、その発達プロセスと認識基盤、保

育方法、展開過程、意味や価値などを明らかにしよう

と試みたものであり、理論と実践とのつながりという

点でも興味深い。

これまでの研究では、怖いものをあえて見ようとす

る「怖いもの見たさ」の心理は3歳から6歳の間に次

第に発達すること、そうした心理の背景には（特に5、

6歳児では）虚構と現実とを区別する能力の発達がか

かわっていることが示されている（富田・野山,2014）。

また、「怖い」を楽しむための条件の1つである虚構

と現実との区別能力が未発達な2歳児クラスの子ども

においても、「怖い」を楽しむ実践は見られ、その実

践を可能にするために保育者が子どもに適宜提供して

いる経験の諸相とその展開過程の実際が明らかにされ

ている（富田,2016）。

しかし、冒頭で述べたような幼児期の子どもにとっ

ての恐怖対象の内容やその理由、恐怖の数や強さにつ

いては、 半世紀以上前の古典的研究 （Hurlock,

1964/1971;Jersild,1968/1972）においては示されてい

るものの、最近の子どもの実際について明らかにした

研究は見当たらない。今後、「怖い」を楽しむ子ども

の心理と保育実践に関する研究を展開していく上で、

これらの基礎的な知見を得ておくことは不可欠である。

よって、本研究では、幼児期における恐怖対象の発達

的変化について、特にその内容と理由、数や強さに焦

点を当て、実証的な知見を得ることを目的とする。具

体的には、幼児の恐怖対象とその発達的変化について、

幼児に対する直接的なインタビュー調査（研究1）と

幼児の保護者を対象とした質問紙調査（研究2）とい

う2つの研究を行う。

研究1

方法

被調査者： Y市内の保育園の年中児29名（男児

16名、女児13名；平均年齢5歳0か月、年齢範囲4

歳7か月～5歳6か月）、年長児26名（男児13名、

女児13名；平均年齢6歳0か月、年齢範囲5歳7か

月～6歳6か月）を対象とした。

手続き： 保育園内の一室で個別にインタビューを

行った。質問では、①恐怖対象の有無（「何か怖いも

のはある？」）、②恐怖対象の内容とその理由（「何が

怖い？ どうして怖い？」「他に怖いものはある？ど

うして怖い？」）、③一般的な恐怖対象に対する感情評

価とその理由（「お化け（または動物・虫、暗闇、幽

霊、注射）は怖い？ どうして怖い？」）について尋

ねた。なお、一般的な恐怖対象として取り上げた5つ

は、大学生130名を対象とした予備調査において、子

ども時代の恐怖対象として挙げられることが多かった

上位5つであったことから、これらを取り上げた。

結果と考察

恐怖対象の有無と内容： 恐怖対象の有無に関して、

子どもの回答を「あり」「なし」「わからない」の3つ

に分類した。Figure1は年齢別及び男女別の各カテゴ

リーの人数を示したものである。年齢差について検討

するために、「わからない」と回答した者を除外して、

2（年齢）×2（あり／なし）のχ2検定を行ったところ、

有意傾向が確認された（χ2（1）＝3.72,p<.10）。残差

分析の結果、「あり」回答は年長児（25名中18名）

よりも年中児（25名中24名）の方が多いことが示さ

れた（p<.05）。男女差についても同様に、「わからな

い」と回答した者を除外して、2（性別）×2（あり／

なし）のχ2検定を行ったところ、有意傾向が確認さ
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Figure1 恐怖対象の有無に関する各回答の出現割合



れた（χ2（1）＝3.27,p<.10）。残差分析の結果、「なし」

回答は女児（24名中1名）よりも男児（26名中7名）

の方が多いことが示された（p<.05）。このことから、

幼児期において多くの子どもは恐怖対象を持っている

が、それらは4歳から5歳にかけて減少すること、ま

た、恐怖対象の有無には男女差があり、男児よりも女

児の方が怖がる対象を持つ傾向にあることが示された。

恐怖対象の内容に関しては、先の質問で恐怖対象が

「あり」と回答した年中児24名、年長児18名を対象

に質問を行った。子どもの回答は、①お化け、②幽霊、

③動物・虫、④注射、⑤その他、⑥無回答の6つに分

けられた。Table1は、結果を年齢別及び男女別に示

したものである。子どもには複数の回答（「その他に

は？」）を求めたため、Table1に示された人数の総和

は総回答者数と異なる。1名につき最大3つの回答が

あった。このうち、お化けには、お化け（17名）の

他に、お化け屋敷（3名）、骸骨（2名）が含まれ、動

物・虫には、ヘビ、ハチ（各4名）、ライオン（3名）、

オオカミ、ゾウ、クモ（各2名）、ワニ、キリン、サ

ル（各1名）が含まれた。また、その他には、雷、泥

棒（各2名）、怖い夢、夜のトイレ、怪獣、人形、ピ

チュー（各1名）が含まれた。

Table1に示すように、最も多く挙げられた恐怖対

象はお化け（22名、52％）であり、次いで動物・虫

（20名、48％）、幽霊（9名、21％）の順であった。年

齢差、男女差ともに見られなかった。このことから、

幼児期に子どもが恐怖を感じる対象のうち、最も一般

的なものはお化けと動物・虫であり、約半数がそれら

を挙げることが示された。

一般的な恐怖対象に対する感情評価： お化け、幽

霊、動物・虫、暗闇、注射という5つの一般的な恐怖

対象に対する子どもの感情評価の回答は、「怖い」「怖

くない」「わからない」の3つに分類された。Figure2

は年齢別及び男女別の各セルの人数を示したものであ

る。全体的に、「怖い」回答はお化け69％、幽霊69％、

動物・虫51％、暗闇51％、注射51％で得られた。年

齢差について検討するために、「わからない」と回答

した者を除外して、2（年齢）×2（あり／なし）のχ2

検定を5つの対象で繰り返し行ったところ、いずれの

対象でも有意差は確認されなかった。男女差について

も同様に、「わからない」と回答した者を除外して、

2（性別）×2（あり／なし）のχ2検定を5つの対象

で繰り返し行った。その結果、お化けにおいて有意傾

向（χ2（1）＝3.04,p<.10）、幽霊において有意差が示

された（χ2（1）＝8.78,p<.01）。残差分析の結果、お

化けでは、「怖い」回答は男児（27名中16名）より

も女児（26名中22名）の方が多いこと（p<.05）、幽

霊も同様に、「怖い」回答は男児（27名中14名）よ

りも女児（26名中24名）の方が多いことが示された

（p<.01）。

また、全体的な傾向について検討するために、各対

象で「怖い」回答するごとに1点を与え、0点から5

点の範囲で得点化した。この恐怖得点を従属変数とし

て、2（年齢）×2（性別）の分散分析を行った。その

結果、年齢の主効果の有意傾向（F（1,51）＝3.46,

p<.10）と性別の主効果の有意差（F（1,51）＝9.81,

幼児期における恐怖対象の発達的変化
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年中児 年長児

男児 女児 男児 女児

回答者数 13 11 6 12

お化け 7 4 4 7

動物・虫 8 4 2 6

幽霊 3 5 0 1

注射 1 2 0 0

その他 4 1 2 3

わからない 0 1 0 0

注．恐怖対象「あり」回答者のみを対象とした（繰り返

しを含む）。

Table１ 恐怖対象の内容に関する各カテゴリーの出現度数

Figure2 一般的な恐怖対象に対する「怖い」回答の出現比率



p<.01）が確認された。LSD法による下位検定を行っ

た結果、年中児（M＝3.31）は年長児（M＝2.54）よ

りも、女児（M＝3.58）は男児（M＝2.27）よりも、

恐怖得点が高く、恐怖対象の数が多いことが示された

（p<.05）。こうした結果は、先述の恐怖対象の有無に

関する結果を支持するものであると言えよう。

恐怖の理由づけ： 先述の5つの一般的な恐怖対象

に対する恐怖の有無の質問において、「怖い」と回答

した場合にのみ、その理由についても尋ねた。恐怖の

理由づけは、大きく次の9つに分類できた。①苦痛…

「痛いから」「チクッとするから」など身体的苦痛につ

いて言及した場合。②感情…「怖いから」「ちょっと

怖い」など自己の内面で生じる感情について言及した

場合。③外見…「口が大きいから」「骨だから」など

対象の外見的特徴や、「目が怖い」「歯が怖い」など対

象の身体部位について言及した場合。④危害…「食べ

られそうだから」「噛むから」など対象が及ぼす可能

性がある危害について言及した場合。⑤出現…「突然

出てくるから」「何かが出てきそうだから」など対象

が示す可能性のある不意の出現について言及した場合。

⑥状況…「暗いから」「見えないから」など対象自体

の不利益な状況について言及した場合。⑦経験…「見

たことあるから」「出てきたから」など自己の経験に

ついて言及した場合。⑧その他…上記の7つのいずれ

にも該当しない場合。⑨無回答…無回答または「わか

らない」と回答した場合。Table2は、結果を対象別

及び年齢別に示したものである。

Table2に示すように、理由づけには対象による違

いが見られた。注射では、大部分の子どもが予想され

る身体的な「苦痛」を理由として挙げた。子どもにとっ

て注射のイメージは極めて単純であることが分かる。

お化けでは、年中児ほど対象の「外見」に言及し、年

長児ほど対象が示す不意の「出現」に言及した。これ

は、子どもにとってのお化けのイメージが、目に見え

る側面から目に見えない側面へと移行していくことを

表しているのかもしれない。動物・虫では、対象の

「外見」と予想される「危害」への言及が多く見られ

た。これは恐らく、彼らの知識や経験を反映したもの

であり、その意味では年中児と年長児であまり違いは

ないようである。暗闇では、対象が示す不意の「出現」

と「状況」そのものに対する言及が多く見られた。暗

闇に対するイメージに年齢による違いはないが、動物・

虫とは異なり、それは彼らの知識や経験を反映したも

のと言うよりも、想像や推論を反映したものと言えそ

うである。幽霊では、子どもの理由づけは1つか2つ

に偏らず、多様であった。これは彼らにとって幽霊概

念がお化け概念から自立し始めてはいるものの、まだ

安定的なイメージを獲得するには至っていないことを

示しているのかもしれない。

研究2

方法

被調査者： Y市内の幼稚園児の保護者66名（男

児34名、女児32名）が対象であった。内訳は、年少

児19名（男児10名、女児9名）、年中児25名（男児

12名、女児13名）、年長児22名（男児12名、女児

10名）である。

手続き： 保護者にクラス担任を通じて質問紙を配

布し、1週間後に回収した。質問紙では、最初にフェ

イスシートで子どもの月齢、性別、きょうだい数と出

生順位について尋ねた後、以下の質問を行った。①恐

怖傾向（「お子さんは日頃よく恐がったり不安がった

りするほうですか？」）の5段階評定、②恐怖の強さ

（「お子さんが何かを恐がったり不安がったりするとき、

その強さはとても激しいですか？」）の5段階評定、

③恐怖対象の内容（「お子さんが恐がったり不安がっ

たりするものは何ですか？」）の自由記述、④恐怖対
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Table2 一般的な恐怖対象に対する恐怖の理由づけに関する各カテゴリーの出現度数

注射 お化け 動物・虫 暗闇 幽霊

年中児 年長児 年中児 年長児 年中児 年長児 年中児 年長児 年中児 年長児

回答者数 17 11 22 16 14 14 18 10 23 15

苦痛 16 11 0 0 0 1 0 0 0 0

感情 1 0 1 1 0 1 0 0 2 0

外見 0 0 10 4 6 4 0 0 4 3

危害 0 0 4 0 6 8 0 0 4 5

出現 0 0 1 9 1 0 8 5 5 3

状況 0 0 0 0 0 0 8 4 0 0

経験 0 0 2 0 0 0 0 1 2 0

その他 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2

無回答 0 0 4 2 1 0 1 0 5 2

注．各対象について「怖い」と回答した者のみを対象とした（繰り返しを含む）。



象の発達的変化（「お子さんが恐がったり不安がった

りするものは、加齢に伴い変化してきましたか？変化

したとすれば、以前はどうで、その後どのように変化

したかをお書きください」）の自由記述。

結果と考察

恐怖傾向・強さ： 恐怖の傾向と強さに関して、

「あてはまる」を5点、「あてはまらない」を1点とし

て、1点から5点までの範囲で得点化した。Table3

は、結果を年齢別及び男女別に示したものである。得

点が高いほど恐怖傾向が高く、恐怖の程度も強いことを

表す。発達差及び男女差について検討するために、各得

点を従属変数として3（年齢）×2（男女）の分散分析

を行った。その結果、恐怖傾向に関しては、年齢の主効

果（F（2,60）＝2.46,p<.10）と性別の主効果（F（1,60）＝

3.22,p<.10）に有意傾向が見られた。LSD法による下

位検定を行った結果、年中児は年少児や年長児よりも

怖がる傾向が低く、女児は男児よりも怖がる傾向が強い

ことが分かった（p<.10）。また、恐怖の強さに関しては、

性別の主効果に有意差が見られた（F（1,60）＝11.38,

p<.01）。LSD法による下位検定を行った結果、女児は

男児よりも恐怖の程度が強いことが分かった（p<.01）。

このことから、恐怖傾向は幼児期において発達的に変

化すること、女児は男児よりも恐怖の程度が強いこと

が示唆された。特に、年中児で一旦恐怖の傾向が低下

したことに関しては、後述の分析でも見られるように、

3歳頃まで見られた特定の対象に対する恐怖が、4歳

頃には消失するという発達的変化に印象付けられて現

れた可能性が考えられる。

恐怖対象の内容： 恐怖対象の内容に関して得られ

た回答は、①暗闇・夜、②1人でいること・親と離れ

ること、③動物・虫、④お化け、⑤テレビの怖い場面・

キャラクター、⑥初めての人・場所・こと、⑦怖い夢・

想像、⑧被り物・動く人形、⑨その他、⑩無回答の10

カテゴリーに分けられた。被調査者からは複数の回答

が得られたが、同一カテゴリーの回答が1名の被調査

者において複数回確認された場合は、1つとしてカウ

ントした。例えば、1名の被調査者による「怪物、お

化け、想像上の怖いもの」という回答の場合、「お化

け」カテゴリーに 3ではなく 1をカウントした。

Table4は、結果を年齢別及び男女別に示したもので

ある。

Table4に示すように、「暗闇・夜」「1人でいるこ

と・親と離れること」「動物・虫」「お化け」「テレビ

の怖い場面・キャラクター」はどの年齢でも共通して

見られ、男女による違いも見られなかった。その一方

で、「被り物・動く人形」は年少児・年中児（4名）

のみに見られ、「怖い夢・想像」は年長児（5名）の

みに見られた。例えば、被り物に関する回答は、「怪

獣などの着ぐるみを着た人を見ると、少し怖がる」

「大きな被り物の人形が近づいてきたときや見かけた

とき」というものであり、これは本物のように見せか

けた偽物としての被り物の認識が4歳頃まで十分では

ないために、生じた恐怖であると思われる。また、怖

い想像に関する回答は、例えば、「成長段階において、

歯が寝ている間に抜けて、飲み込んでしまうのではな

いか、魚の骨を飲み込んだらどうなるのか、死んでし

まうとかおなかの中に刺さっちゃうと言って、泣くこ

とがあります」「最近『死ぬ』ということが不安なよ

うで、『僕は死にたくない』と口にすることがある」

というものであり、生命活動や身体機能の停止を意味
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年少児 年中児 年長児

男児 女児 男児 女児 男児 女児

回答者数 10 9 12 13 12 10

恐怖傾向 2.50 3.67 2.42 2.46 2.92 3.20

恐怖の強さ 2.40 3.78 1.83 3.23 2.58 3.00

Table3 恐怖傾向と強さの平均値

Table4 恐怖対象の内容に関する各カテゴリーの出現度数

年少児 年中児 年長児

男児 女児 男児 女児 男児 女児

回答者数 8 9 10 12 11 8

暗闇・夜 3 4 3 4 4 2

1人でいること・親と離れること 3 1 2 6 3 2

動物・虫 2 1 1 3 3 3

お化け 2 3 4 1 2 0

テレビの怖い場面・キャラクター 1 3 2 0 3 0

初めての人・場所・こと 0 1 0 4 1 1

怖い夢・想像 0 0 0 0 3 2

被り物・動く人形 1 1 1 1 0 0

その他 5 3 5 1 3 4

注．恐怖対象に関する質問に回答した者のみを対象とした（繰り返しを含む）。



する死に対する認識が、5歳以降明確になるに従って、

生じた恐怖であると思われる。また、初めての人・場

所・ことは男児（1名）よりも女児（6名）に多く見

られた。これは、一般的に女児は男児よりも共感性が

高く、人間関係により関心を持つ傾向にあるため

（Baron-Cohen,2003/2005）、人間関係に困難さを感じ

た時に恐怖や不安の対象になり易かったのかもしれな

い。

恐怖対象の発達的変化： 恐怖対象の発達的変化に

関しては、66名中46名（70％）から何らかの回答が

得られたが、このうち10名は「変化なし」と回答し

ていたため、実質的に発達的変化について回答した者

は36名（55％）であった。Table5は、怖がらなく

なったものと怖がるようになったものの具体的内容と

人数を示したものである。変化への言及は見られたも

のの、具体的内容については言及されていないという

場合は集計から除外した（例：「小さい頃はそんなに

泣かなかった気がします」「幼稚園に入園して変わり

ました」）。

怖がらなくなったものは、主に1歳から3歳の間の

変化であり、怖がるようになったものは、主に4歳か

ら6歳の間の変化であった。前者のうち最も多く見ら

れた回答は「初めての人・場所・こと」であり、0－1

歳代の人見知りに始まり、1－2歳代の公園などで出

会う見知らぬ大人や同年齢の子ども、遊び慣れていな

い大型遊具、そして3歳代に幼稚園に通うようになっ

てからの幼稚園バスなどが含まれた。次に多く見られ

た回答は「1人でいること・親と離れること」であっ

たが、これは新たに怖がるようになったものとしても

最も多く挙げられた。これについては、子どもの就園

に合わせて母親が働き始め、家を留守にすることが多

くなったことも原因のようである（例：「3歳までは

べったり専業主婦で、4歳になる前から働きだしたの

で、逆に4歳からの方が不安がったりするようになっ

た」）。「お化け」は3歳頃までに怖がらなくなったも

のとして挙げられる一方で、これと類似した「暗闇・

夜」「想像上の怖いもの」「死・幽霊」などは4歳以降

に新たに怖がり始めたものとして挙げられた。これは

子どもによるお化けのイメージが発達的に深まりと広

がりを見せていく中で、具体的にイメージすることの

できる対象物（妖怪や怪物など）は次第に実在性の観

点から恐怖対象から外れていき、具体的にイメージす

ることの難しい対象物（幽霊や死など）が恐怖対象の

中心を占めるようになってくるためなのかもしれない。

総合考察

本研究では、幼児期における恐怖対象の発達的変化

について、子どもへの直接的なインタビューと保護者

への質問紙調査という両面から検討した。研究の結果、

幼児期において子どもは主にお化け、動物・虫、幽霊、

暗闇、1人でいることなどを怖がり、特に想像的なも

のに対する恐怖が増加する傾向にあることが示された。

また、恐怖対象の数や強さは加齢に伴い減少し、女児

は男児よりも恐怖対象を持つ傾向があることが示され

た。以下では、「怖い」を楽しむ子どもの心理の発達

と保育実践に関する研究における本研究の位置づけを

明らかにし、今後の研究及び実践の展開について考察

する。

先ず、本研究で示された結果は、半世紀以上前の古

典的研究の結果（Hurlock,1964/1971,Jersild,1968/

1974）ともほとんど相違なかった。このことは、子ど

もの恐怖対象とその発達的変化の様相は時代を超えて

普遍であることを示唆していると言える。子どもが恐
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Table5 恐怖対象の発達的変化に関する各カテゴリーの出現度数

怖がらなくなったもの

（主に3歳頃までに消失）

怖がるようになったもの

（主に4歳頃から出現）

初めての人・場所・こと 6 1人でいること・親と離れること 4

1人でいること・親と離れること 6 暗闇・夜 2

親・きょうだいに怒られること 3 想像上の怖いもの 1

お化け 3 死・幽霊 1

動物・虫 2 絵本の悪い人・意地悪な人 1

被り物・着ぐるみ 2 注射 1

テレビの怖い場面 1

大型遊具 1

自分の影 1

大きな音 1

真夏のアスファルト 1

幼稚園バス 1

注．発達的変化について回答した36名のみを対象とした（繰り返しを含む）。



怖を生じさせる対象や出来事を自らの管理下に置き、

恐怖を制御できるようになることは幼児期における重

要課題の1つであるが、一方で、お化けや動物・虫、

暗闇などは彼らにとって避けがたい恐怖対象であるこ

とは事実である。そのことを本研究の結果は改めて示

したと言えよう。

では、子どもはなぜこれらの、とりわけお化けなど

の想像的なものを怖がるのであろうか。諸説あるであ

ろうが、次のSubbotsky（2010）による見解は興味深

い。彼は、「魔術的現象の魅力の本質は不明瞭さにあ

る。まさにその本質ゆえに、魔術的現象は人々にとっ

て滅多に観測されず、それが真実かどうかの確かな証

拠も持ち得ない。ゆえに、それは絶えず真新しい」

（p.64）と述べている。つまり、魔術的現象が本質的

に持つ不明瞭さが真新しさを保ち、その結果、私たち

は絶えずそれに魅了され続けるのである。お化けも科

学的に検証不可能であるという点で、魔術的現象の一

群と見做すことができる。謎めいて不明瞭であるが故

に、子どもも大人も、言い知れぬ恐怖をそれに対して

抱くのである。

他方、動物・虫などの現実的なものの場合、私たち

はその恐怖の正体を暴くことができる。謎めいて不明

瞭なものでは決してないのである。この点が、お化け

などの想像的なものとの大きな違いであろう。謎めい

て不明瞭なものは常に真新しく、私たちの好奇心や探

究心を喚起させる。怖がりつつも、それが何かを知ろ

うとし、そして探索を試みるのである。その意味で、

想像的なものは現実的なもの以上に、たとえ恐怖を喚

起させるにしろ、保育現場における探索や探究を促す

遊び・活動に適した対象であり出来事であるのではな

かろうか。

次に、今後の研究及び実践の展開であるが、そもそ

も幼児期に子どもはどのようなものをどのような理由

で怖がるのかなどの基礎的な知見を、本研究で得るこ

とができた点は重要である。お化けや暗闇は、「何か

が出てきそうだから」「暗くてよく見えないから」な

ど、その対象や状況の不明瞭さゆえに怖がられること

が多かった。それは怖がる主体である子ども側の想像

や推論の余地が大いにあることを示しており、他方、

怖がらせる主体である親や保育者側においては、実践

の方法や展開などに様々な可能性を感じさせる部分で

もある。とりわけ、虚構と現実の区別の認識が未分化

な4歳以前の子どもにおいては、大人による適度な援

助や介入を得ながら、また虚構と現実の区別の認識が

分化する5歳以上の子どもにおいては、子ども自身が

主体的かつ積極的に仲間と協同し合いながら、迫りく

る様々な困難（大人による怖がらせ）を乗り越えてい

くという方法及び展開が望ましいであろう。

「怖い」を楽しむ子どもの心理の発達と保育実践に

関する研究は、まだ始まったばかりである。今後も実

験的な手法を用いながら、それらの心理発達のメカニ

ズムを解き明かすとともに、実践の質的分析方法を開

発・工夫し、科学的で客観的な根拠に根差した新たな

実践を創造していく必要があろう。
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